吐魯番出土文物研究会会報　第40号 : 研究特集Ⅰ by unknown
Title 吐魯番出土文物研究会会報　第40号 : 研究特集Ⅰ
Author(s)















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































( 2 ) この点についてはさしあたり、開尾史郎 r(要旨) r田畝作人文書」小考ートゥルファン出
土高昌国身分制関係文書研究序説ーJ (本誌第二二号、一九八九年)を参照されたい。




(4 ) 白須、註(3 )論文、二五頁。











( 7 ) r上奏文書j の形態や様式については、 「延皇廿七(五八七)年四月兵部懐列買馬用銭頭数
奏行文書J (66TAM48:25.31 (録) Ii'文書』皿、七三頁)の写真(Ii'文書.!Im、図一)や、
「蓋担三(六一六)年屯田陳列得水調姿桝斗奏行文書J (67T馴 364:14 (録) Ii'文書』田、一
九五頁)の写真(新彊維吾爾自治区博物館編『新彊歴史文物.!I (北京 文物出版社、一九七七
年〉、図版一六)などを参照されたい。































































76 宣 肝 試 伯 伍 拾震文銭。
77 合同前月日見在供使麗属什物、惣捌伯参拾玖事。
78 萱{白萱拾伍事昼山盛。 試伯参拾託事堂墨座。














































































『籍帳.Il :池田 温『中国古代籍帳研究一概観・録文一.Il (東京東京大学出版会、一九七九年)
D. C. : H.Maspero ;Les Documents Chinois. de la troisiふleexp~di tion de Sir Aurel Stein en 
Asie Centrale(London. 1953). 
【註】
( 1 ) 拙稿「スタイン将来「長行群文書Jの検討-Ast. m. 3.07 -08.037号文書の分析を中心にし
て一J (Ii'西北史地』に発表予定)。
( 2 ) 菊池英夫「陪・唐王朝支配期の河西と敦建J (Ii'講座敦埋』第二巻〈敦短の歴史〉、大東出
版社、一九八O年)、一三六~一三七頁、同氏「唐代敦埋社会の外貌J (向上第三巻(敦慢の
社会〉、大東出版社、一九八O年)、一一五頁)。
( 3 ) ただし、これとは反対に、長行群においては牝馬が目立ち、しかも牡馬とともに放牧されて
いること(前掲拙稿の表を参照)は、長行群が長行馬の治療・休養ばかりでなく、その再生産
の機能を有していたことも考えられよう。
(4 ) マスペロ紹介のAst.皿.03.09-010号文書 (No.297(録) D. C.一二三~一二四頁)では、性
別の明らかな長行馬謹二O頭疋(長行馬一五疋・長行腫五頭)のうち、牡馬麗は一一頭疋、去
勢馬腫は七頭疋で、合計一八頭疋を占めている。







( 6 ) 拙稿「唐河西以西の伝馬坊と長行坊J (Ii'東洋学報』第七O巻第三・四号、一九八九年)、
五七、六二、六四頁、参照。




(8 ) 騒が通常の官用交通に駆使されていたことは、註(6 )の拙稿の「総章二年七月~八月抄州
伝馬坊運用表J(一七八頁)を参照。唐の公式令においては、 「諸行程、馬日七十里、歩及腫日
五十里、車日舟里J (P.2504 r唐職官表J所載 〈録)T. Yamamoto and o. Ikeda. :Tun古田ng
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